
別記様式第６ 鑑定評価書（ 年地価調査）
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①－２基準地が共通地点(代表標準地等と同一地点)
である場合の検討
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住宅 一般住宅、アパートが見
られる住宅地域

高尾340 m

最寄り駅から至近の閑静な住
宅地域

基準方位北４ｍ市
道

高尾駅北方340 m

新型コロナ感染拡大による経済低迷から持ち直しの動きがみられるも
、物価高騰などにより先行き不透明感は続いている。

ＪＲ高尾駅から徒歩圏内の比較的利便性の高い住宅地域として安定的
な需要が見込まれる。

特段の変動要因はない。

ＪＲ高尾駅から徒歩圏内の利便性の高い住宅地域として、戸建住宅ばかりでなく賃貸住宅も散見され、今後も比
較的堅調な需要が想定される。
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年 月 日

更地としての鑑定評価
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(7)試算価格の調整・

　 額の決定の理由　　　
　 検証及び鑑定評価

(6)市場の特性

当該地の周辺では賃貸住宅が散見されるものの、地域の賃料水準で土地購入からの収益性確保は困難であるため、自用
の戸建住宅が大多数を占める状態となっている。そのため、典型的市場参加者である自用の戸建住宅購入者の取引意思
を強く反映する比準価格の規範性は高く、収益価格の規範性は劣る。よって、比準価格を標準、収益価格を参考として
、指定基準地等との検討も踏まえ、鑑定評価額を上記のとおり決定した。

同一需給圏は八王子市西部を中心に最寄り駅から徒歩圏内の住宅地域である。需要の中心は八王子市及び周辺市に地縁
のある一次取得層で、バスや鉄道利用によって都心方面や八王子市中心市街地等へ通勤するサラリーマンであるため、
最寄り駅までの距離や都心までのアクセス等が重要な価格形成要因となっている。更地としては２５００万～３０００
万円程度、新築戸建住宅としては４５００万～５０００万円程度が需要の中心価格帯である。

①－１対象基準地の検討
継続　　新規

代表標準地　　標準地

宅地-1

日提出年 月

八王子(都) － 52

開発法　　　　 開発法による価格 円／㎡

の適用

業者名

氏名

基準地番号 提出先 所属分科会名

令和 4

令和 4 7 1

令和 4 7 5

八王子(都)　 － 52 東京都 多摩第７ 不動産鑑定士 除村　武夫

Ａ＆Ｔコンサルティング株式会社

令和 4 6 18

令和 4 7 2

八王子市廿里町２４番５ 132
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